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２
０
１
６
年
も
１

か
月
余
り
が
過
ぎ
去

っ
た
。
国
労
盛
岡
も

通
常
盤
に
戻
り
、
今

月
か
ら
「
て
い
こ

う
」
筆
者
一
同
、
魅

力
あ
る
機
関
紙
作
成

に
取
り
組
む
決
意
を

込
め
て
執
筆
し
た
い
▼
さ
て
、
青

森
・
盛
岡
両
支
部
は
10
日
・
11
日

に
そ
れ
ぞ
れ
躍
進
旗
開
き
を
開
催

し
た
。
こ
の
１
年
、
国
労
が
抱
え

る
課
題
の
解
決
に
向
け
各
機
関
の

決
意
も
表
明
さ
れ
運
動
も
本
格
始

動
さ
れ
る
▼
両
支
部
と
も
旗
開
き

の
前
段
で
開
催
さ
れ
た
「
地
区

協
・
分
会
代
表
者
会
議
」
で
は
、

組
織
強
化
・
拡
大
に
向
け
て
の

取
り
組
み
が
提
起
さ
れ
た
。
そ
れ

を
受
け
、
創
意
工
夫
し
苦
労
し
な

が
ら
前
向
き
な
取
り
組
み
報
告
を

さ
れ
る
分
会
、
な
か
な
か
取
り
組

み
が
進
ま
ず
ど
う
し
て
も
後
ろ
向

き
な
報
告
に
な
っ
て
し
ま
う
分
会

も
あ
る
。
ど
う
し
て
も
「
で
き
な

い
」
報
告
は
し
や
す
い
と
思
う
が
、

今
後
は
「
何
が
で
き
る
の
か
」

「
こ
れ
だ
け
は
や
っ
て
み
よ
う
」

と
い
う
こ
と
を
議
論
し
て
ほ
し
い

▼
国
労
は
、
２
月
に
国
鉄
労
働
組

合
総
連
合
会
を
結
成
し
て
か
ら
数

え
て
70
周
年
を
迎
え
る
。
こ
の
間
、

マ
ル
生
反
対
闘
争
・
ス
ト
権
ス

ト
・
国
鉄
闘
争
を
闘
い
抜
き
、
現

在
の
職
場
環
境
や
労
働
条
件
が
あ

る
の
も
、
国
労
の
先
輩
方
が
会
社

に
影
響
力
を
持
ち
続
け
な
が
ら
闘

い
続
け
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
職
場

に
目
を
向
け
れ
ば
、
日
々
の
超

勤
・
サ
ー
ビ
ス
残
業
は
日
常
的
と

な
り
、
年
休
を
取
得
し
な
い
社
員

も
増
え
て
い
る
。
い
つ
の
日
か
労

働
条
件
が
改
悪
さ
れ
て
も
、
若
い

社
員
た
ち
は
気
が
付
か
な
い
か
も

し
れ
な
い
▼
私
た
ち
は
、
国
労
運

動
と
い
う
財
産
を
次
世
代
に
継
承

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

平
成
採
用
の
国
労
組
合
員
や
女
性

の
組
合
員
の
た
め
、
後
ろ
向
き
に

な
っ
て
い
る
暇
は
な
い
。
国
労
結

成
70
周
年
に
各
職
場
か
ら
う
れ
し

い
便
り
が
届
く
よ
う
、
組
織
拡
大

に
全
力
で
取
り
組
み
た
い
（
孝
）

　　

組織拡大・各選挙の闘いなど意思統一組織拡大・各選挙の闘いなど意思統一
◇両支部で地区協・分会代表者会議開催◇◇両支部で地区協・分会代表者会議開催◇

　

２
０
１
６
年
の
闘
い
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て
、
青
森
・
盛
岡
両
支
部
は
そ
れ
ぞ
れ
「
地
区
協
・
分
会
代

表
者
会
議
」
を
開
催
し
た
。
両
支
部
と
も
、
組
織
の
強
化
・
拡
大
に
向
け
た
運
動
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

強
調
し
た
ほ
か
、
北
海
道
新
幹
線
開
業
に
向
け
た
職
場
の
問
題
や
選
挙
闘
争
を
は
じ
め
と
す
る
政
治
の
課

題
な
ど
、
国
労
が
抱
え
る
諸
課
題
の
解
決
や
運
動
の
前
進
に
向
け
議
論
を
重
ね
た
。

　

両
支
部
の
会
議
に
は
、
東
日
本
本
部
か
ら
菊
池
忠
志
委
員
長
（
青
森
支
部
会
議
）、
佐
藤
正
幸
書
記

長
（
盛
岡
支
部
会
議
）
が
参
加
し
、①
政
治
的
課
題
②
組
織
強
化
・
拡
大
③
安
全
安
定
輸
送
、
労
働
条
件

改
善
④
２
０
１
６
春
闘
―
に
つ
い
て
オ
ル
グ
を
行
っ
た
。
地
方
本
部
か
ら
両
支
部
の
会
議
に
、
佐
々
木
委

員
長
・
沢
田
書
記
長
・
及
川
教
宣
部
長
が
参
加
し
、
盛
岡
支
部
に
菊
池
組
織
部
長
も
参
加
し
た
。

▽
２
月
14
日
（
盛
岡
）　

　

第
１
２
６
回
拡
大
地
方
委
員
会

▽
２
月
20
日
（
盛
岡
）

　

盛
岡
支
部
側
「
交
運
共
済
担
当

　

者
会
議
」

▽
２
月
21
日
（
青
森
）



















　

青
森
支
部
の
会
議
は
１
月
10
日
、

10
時
か
ら
青
森
市
・
労
働
福
祉
会

館
で
開
催
さ
れ
、
30
人
が
参
加
し

た
。
座
長
に
就
任
し
た
阿
部
一
久

委
員
長
が
「
北
海
道
新
幹
線
開
業

に
向
け
、
職
場
の
廃
止
・
乗
務
員

の
削
減
、
エ
ル
ダ
ー
職
場
の
労
働

条
件
改
善
な
ど
問
題
が
山
積
し
て

い
る
。
３
月
に
予
定
し
て
い
る
支

部
組
織
対
策
会
議
に
向
け
て
、
情

報
の
共
有
と
取
り
組
み
の
強
化
を

図
り
た
い
」
と
挨
拶
。

　

次
に
東
日
本
本
部
の
菊
池
委
員

長
が
、
「
北
海
道
新
幹
線
開
業
に

伴
う
問
題
も
地
方
と
エ
リ
ア
が
連

携
を
図
り
な
が
ら
対
応
し
た
い
。

　

戦
争
法
廃
止
に
向
け
た
２
０
０

０
万
署
名
に
共
闘
の
仲
間
と
共
に

取
り
組
み
、
参
議
院
選
挙
勝
利
に

向
け
地
方
か
ら
運
動
を
強
化
し
て

ほ
し
い
」
と
し
、
組
織
拡
大
に
つ

い
て
は
「
一
括
和
解
以
降
、
２
０

０
人
を
超
え
る
仲
間
が
国
労
に
加

入
し
て
く
れ
た
。
機
関
と
し
て
、

組
織
拡
大
に
取
り
組
む
決
意
を
固

め
合
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と

訴
え
た
。
続
い
て
田
崎
秋
弘
書
記

長
が
、
①
組
織
拡
大
に
つ
い
て
②

北
海
道
新
幹
線
開
業
対
策
に
つ
い

て
③
参
議
院
選
挙
闘
争
に
つ
い
て

―
な
ど
の
支
部
提
起
を
受
け
全
体

討
論
を
行
っ
た
。

　

機
関
代
表
か
ら
は
、
「
出
向
先

の
通
勤
の
便
が
悪
く
、
代
行
タ
ク

シ
ー
を
使
用
し
て
い
る
。
更
衣
時

間
も
無
く
、
組
合
の
必
要
性
を
訴

え
て
い
く
」
「
他
労
組
の
平
成
採

用
者
を
加
え
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
と
懇

親
会
を
行
っ
た
。
今
後
も
継
続
し

つ
な
が
り
を
つ
く
っ
て
い
く
」

「
世
代
交
代
の
歪
の
中
、
若
手
社

員
の
超
勤
や
サ
ー
ビ
ス
残
業
が
多

い
。
会
社
で
開
催
す
る
飲
み
会
に

国
労
の
参
加
者
が
少
な
い
。
一
緒

に
参
加
し
交
流
す
る
こ
と
も
必

要
」
な
ど
の
報
告
が
さ
れ
た
。
北

オ
で
開
催
さ
れ
39
人
が
参
加
し
た
。

座
長
に
就
任
し
た
佐
々
木
研
司
委

員
長
が
、
「
組
織
拡
大
で
経
験
し

た
こ
と
か
ら
何
を
学
び
、
ど
う
取

り
組
ん
で
い
く
か
が
求
め
ら
れ
る
。

本
日
の
会
議
か
ら
３
月
の
オ
ル
グ

に
向
け
運
動
を
つ
な
げ
て
い
き
た

い
」
と
挨
拶
。
続
い
て
東
日
本
本

部
の
佐
藤
書
記
長
が
オ
ル
グ
を
行

い
、
菅
原
高
明
書
記
長
が
支
部
提

起
を
行
っ
た
。

　

機
関
代
表
か
ら
は
、
「
一
昨
年

の
拡
大
か
ら
流
れ
が
止
ま
り
残
念

な
結
果
と
な
っ
た
が
、
分
会
で

『
何
が
足
り
な
か
っ
た
の
か
』
を

議
論
し
て
次
に
つ
な
げ
た
い
」

「
組
織
拡
大
に
つ
い
て
の
学
習
と

平
成
組
合
員
の
激
励
を
兼
ね
、
北

上
工
務
分
会
と
交
流
会
を
計
画
し

て
い
る
」
「
北
上
市
議
選
の
『
星

あ
つ
子
』
必
勝
に
向
け
、
取
り
組

み
の
強
化
が
必
要
」
な
ど
発
言
が

あ
っ
た
。

　

機
関
代
表
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
抱

え
る
問
題
を
職
場
・
分
会
に
持
ち
帰

り
報
告
し
、
次
の
会
議
に
つ
な
げ
な

が
ら
全
体
の
運
動
に
し
て
い
こ
う
。

海
道
新
幹
線
開
業
に
つ
い
て
は
、

「
ダ
イ
ヤ
改
正
後
、
駅
業
務
が
見

直
さ
れ
要
員
が
減
に
な
る
。
解
明

要
求
を
整
理
し
申
し
入
れ
た
い
」

「
青
森
車
両
セ
ン
タ
ー
廃
止
の
提

案
を
受
け
た
が
、
う
わ
さ
話
も
多

く
職
場
が
混
乱
し
て
い
る
」
「
希

望
調
査
を
し
て
い
る
が
、
再
雇
用

先
の
具
体
的
な
情
報
が
ほ
し
い
」

な
ど
発
言
が
あ
っ
た
。

　

一
方
、
盛
岡
支
部
の
会
議
は
翌

11
日
、
10
時
か
ら
盛
岡
市
・
リ
リ

同
月
27
日
（
日
）
投
開
票
で
施
行

さ
れ
る
。
同
選
挙
に
は
組
織
内
候

補
の
星
あ
つ
こ
さ
ん
（
57
歳
）
が

社
会
民
主
党
公
認
で
４
期
連
続
の

議
席
を
目
ざ
し
立
候
補
を
予
定
し

て
い
る
。

　

星
さ
ん
は
、
「
ひ
と
り
ひ
と
り

が
大
切
に
さ
れ
る
社
会
」
と
「
生

き
や
す
い
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け

と
も
に
歩
み
を
進
め
よ
う
と
訴
え

運
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　

選
挙
は
北
上
地
区
協
の
組
合
員

が
中
心
の
闘
い
と
な
る
が
、
星
さ

ん
の
当
選
に
向
け
た
取
り
組
み
を

全
組
合
員
で
支
援
し
て
い
こ
う
。

　

な
お
、
友
人
・
知
人
の
紹
介
な

ど
は
北
上
地
区
協
議
会
へ
。

　
　
　
　
　

◇

◎
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

・
１
９
５
８
年
生
ま
れ

・
黒
沢
尻
南
高
校
卒
（
器
楽
部
）

・
杉
野
服
飾
大
学
短
期
大
学
部
卒

・
２
０
０
４
年
北
上
市
議
初
当
選

　

か
ら
連
続
３
期
当
選

〈
議
会
〉

・
教
育
民
生
常
任
委
員
会
委
員
長

・
岩
手
中
部
水
道
企
業
団
議
員

・
広
聴
広
報
特
別
委
員
会
委
員

・
議
会
改
革
推
進
会
議
委
員

〈
社
民
党
〉

　

北
上
支
部
幹
事
長

〈
家
族
〉

　

夫
／
母
／
長
男
／
長
女
／
愛
犬

　

２
匹

【
北
上
地
区
協
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
】

　

０
１
９
７
―
６
３
―
４
１
７
４

北
上
市
議
選
挙
／
３
月
20
日
告
示
・
27
日
投
票

星
あ
つ
こ
４
度
目
当
選
に
む
け

組
合
員
・
家
族
の
皆
の
支
援
を

一
歩
前
へ
の
取
り
組
み
を

全
分
会
で
進
め
て
行
こ
う

新規採用者対策会議

　

北
上
市
議
会
議
員
選
挙
（
定
数

26
）
が
３
月
20
日
（
日
）
告
示
、

東
日
本
内
の
現
状
・
取
り
組
み
報
告

「
東
日
本
本
部
」
委
員
長
・
書
記
長＝＝青森支部の代表者会議で組織拡大などの

取り組みを訴える菊池東日本本部委員長＝＝

＝＝盛岡支部の代表者会議は、佐藤都久雄
副委員長の開会挨拶で始まった＝＝

　

青
森
支
部
側
「
交
運
共
済
担
当

　

者
会
議
」

▽
２
月
26
日
（
盛
岡
）

　

盛
岡
地
方
運
輸
協
議
会
３
分
科

会
交
流
会

▽
３
月
４
日
（
仙
台
）

　

国
労
東
北
協
議
会
総
決
起
集
会

　
　
　
　
　

◇

　

地
方
本
部
は
１
月
23
日
、
今
春

の
新
規
採
用
者
対
策
を
意
思
統
一

に
む
け
「
２
０
１
６
年
度
新
規
採

用
者
対
策
会
議
」
を
盛
岡
市
・
国

労
会
館
に
て
開
催
。
各
級
機
関
の

組
織
部
長
・
教
宣
部
長
を
中
心
に

43
人
が
結
集
し
、
活
発
な
討
論
が

行
わ
れ
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
佐
々
木
力
委

員
長
が
「
１
月
10
日
、
11
日
と
両

支
部
で
分
会
・
地
区
協
代
表
者
会

議
を
開
催
し
て
き
た
。
も
う
一
人

の
仲
間
作
り
に
全
力
を
あ
げ
よ

う
」
と
挨
拶
。
続
い
て
東
日
本
本

部
・
武
田
幸
喜
組
織
部
長
が
情
勢

に
つ
い
て
報
告
。
そ
の
中
で
は
、

「
一
括
和
解
以
降
の
変
化
の
中
で

８
年
連
続
直
加
入
。
し
か
し
、
情

勢
に
つ
い
て
自
信
を
持
て
ず
、
他

労
組
と
違
う
か
ら
こ
そ
国
労
を
選

択
し
拡
大
し
て
い
る
の
に
見
え
て

い
な
い
状
況
も
あ
る
。
こ
う
し
た

後
ろ
向
き
の
気
分
を
払
拭
す
る
に

は
全
組
合
員
で
の
交
流
し
か
な
い
。

組
織
拡
大
に
つ
い
て
役
員
・
個
人

の
取
り
組
み
か
ら
組
織
全
体
の
取

り
組
み
へ
と
す
る
た
め
に
、
全
分

会
集
会
の
開
催
を
」
と
訴
え
た
。

　

そ
の
後
、
地
方
本
部
組
織
部
並

び
に
教
宣
部
か
ら
の
提
起
を
受
け

て
全
体
討
論
へ
。
「
昨
春
は
分
会

独
自
の
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
ア
ピ

ー
ル
」
「
配
属
時
は
未
加
入
と
い

う
状
況
。
仕
事
を
通
じ
な
が
ら
国

労
の
姿
勢
を
見
せ
る
こ
と
で
関
わ

り
を
強
め
て
い
き
た
い
」
と
の
報

告
の
一
方
で
、
「
分
会
だ
け
で
の

対
応
は
難
し
い
。
支
部
・
地
本
が

一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
」
と

の
要
望
も
出
さ
れ
た
。

　

会
議
は
、
沢
田
光
広
書
記
長
に

よ
る
「
１
月
10
・
11
日
の
各
支
部

の
会
議
で
確
認
し
た
行
動
を
具
体

化
す
る
意
味
で
、
各
分
会
は
行
動

目
標
を
決
め
る
。
地
方
本
部
は
支

部
と
連
携
を
強
め
る
中
で
全
分
会

オ
ル
グ
を
展
開
す
る
」
と
の
ま
と

め
を
確
認
し
、
終
了
し
た
。

　

国
労
を
巡
る
情
勢
に
つ
い
て
は

大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
そ
の
こ

と
に
私
た
ち
は
自
信
と
確
信
を
持

ち
、
さ
ら
な
る
一
歩
前
へ
の
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
今
春

の
配
属
に
向
け
、
全
分
会
が
取
り

組
み
を
確
実
に
実
行
し
よ
う
。

現
状
と
取
り
組
み
を
提
起

す
る
菊
池
地
本
組
織
部
長



国　　労　　盛　　岡 2016年2月10日（２）
組合員の購読料は
組合費の中に含む（ ）（ ）昭和29年12月25日

第３種郵便物認可
（１部30円）

発行定日　毎月10日

＝委員会は交通ビルＢ１Ｆ会議室で開かれた＝

「挨拶に立つ新役員、挨拶は柴谷正孝議長」

　

岩
手
県
交
通
運
輸
産
業
労
働
組

合
協
議
会
は
12
月
15
日
、
盛
岡

市
・
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
い
わ
て
に
於

い
て
、
「
第
25
回
定
期
総
会
」
を
、

役
員
・
代
議
員
な
ど
40
人
（
国
労

５
人
）
の
参
加
者
で
盛
会
裏
に
開

催
し
た
。

　

総
会
は
工
藤
賢
樹
副
議
長
（
私

鉄
総
連
）
の
開
会
あ
い
さ
つ
で
始

め
ら
れ
、
総
会
議
長
に
佐
々
木
研

司
代
議
員
（
国
労
）
を
選
出
し
進

め
ら
れ
た
。
幹
事
会
を
代
表
し
て

柴
谷
正
孝
議
長
（
運
輸
労
連
）
は
、

現
在
の
安
倍
政
権
の
暴
走
に
危
機

感
を
述
べ
る
と
と
も
に
「
交
運
労

協
が
発
足
し
て
20
数
年
が
経
過
し

て
運
動
の
継
承
、
役
員
の
人
材
育

成
な
ど
取
り
組
む
べ
き
課
題
も
多

岐
に
わ
た
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況

か
ら
、
現
在
の
幹
事
会
議
論
の
活

性
化
と
体
制
を
強
化
す
る
目
的
で

役
員
数
の
増
強
を
図
る
と
と
も
に
、

各
組
織
に
お
願
い
し
て
き
た
幹
事

会
参
加
の
た
め
の
交
通
費
な
ど
は

今
後
県
交
運
で
支
給
す
る
こ
と
と

す
る
の
で
、
会
費
の
値
上
げ
に
ご

理
解
を
お
願
い
す
る
。
最
後
に
来

年
夏
の
参
議
院
選
挙
に
各
組
織
が

推
す
候
補
の
必
勝
に
向
け
た
取
り

組
み
に
奮
闘
し
よ
う
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

　

来
賓
の
東
北
運
輸
局
岩
手
支

局
・
藤
原
博
之
支
局
長
、
連
合
岩

手
・
豊
巻
浩
也
会
長
、
東
北
交
運

労
協
・
小
野
武
司
副
議
長
か
ら
激

励
の
あ
い
さ
つ
を
受
け
議
事
に
入

り
、
石
崎
武
則
事
務
局
長
（
Ｊ
Ｒ

総
連
）
が
２
０
１
４
年
度
活
動
報

告
・
決
算
報
告
を
行
い
代
議
員
全

体
の
拍
手
で
承
認
、
続
け
て
２
０

１
５
年
度
活
動
方
針
・
予
算
案
が

提
起
さ
れ
、
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

　

次
に
役
員
選
出
に
移
り
、
柴
谷

議
長
・
会
計
監
査
を
含
め
て
全
員

再
任
さ
れ
、
「
交
通
基
本
法
を
土

台
に
策
定
さ
れ
た
交
通
基
本
計
画
、

更
に
は
交
通
政
策
白
書
の
実
効
性

あ
る
政
策
の
実
現
を
求
め
る
」
と

し
た
総
会
宣
言
案
を
全
体
の
拍
手

で
承
認
し
、
最
後
に
再
任
さ
れ
た

柴
谷
議
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で

総
会
を
終
了
し
た
。

　

第
１
２
６
回
拡
大
地
方
委
員
会

が
２
月
14
日
（
日
）
に
盛
岡
市
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ
リ

ー
・
リ
リ
オ
で
開
催
さ
れ
る
。

　

拡
大
地
方
委
員
会
は
、
１
月
30

日
の
第
１
８
９
回
拡
大
中
央
委
員

会
、
２
月
８
日
の
第
33
回
東
日
本

本
部
拡
大
委
員
会
の
方
針
決
定
を

受
け
、
組
織
強
化
・
拡
大
、
２
０

１
６
春
闘
、
労
働
条
件
の
改
善
な

ど
の
取
り
組
み
が
議
論
さ
れ
る
。

　

地
方
委
員
は
、
別
記
の
13
人
。

特
別
委
員
と
し
て
支
部
・
地
区

協
・
職
能
別
協
議
会
か
ら
各
１
人
、

各
分
会
代
表
者
が
参
加
予
定
と
な

っ
て
い
る
。

【
盛
岡
支
部
】
８
人

近
藤　

信
博
（
盛
岡
駅
連
合
分
会
）

伊
藤　
　

淳
（
盛
岡
運
輸
区
分
会
）

三
浦　

市
朗
（
盛
岡
施
設
分
会
）

佐
藤　

弦
悦
（
一
戸
地
域
分
会
）

中
村　

弘
之
（
北
上
駅
連
合
分
会
）

畠
山　
　

孝
（
北
上
工
務
分
会
）

吉
田　

一
久
（
一
関
運
輸
分
会
）

森
田　
　

薫
（
釜
石
地
域
分
会
）

【
青
森
支
部
】
５
人

小
原　

典
昭
（
青
森
駅
連
合
分
会
）

関　
　
　

孝
（
青
森
運
転
分
会
）

田
村　

公
治
（
青
森
貨
物
分
会
）

岩
崎　
　

毅
（
大
湊
地
域
分
会
）

小
笠
原
茂
俊
（
八
戸
工
務
分
会
）

春
闘
な
ど
の
取
り
組
み
を
議
論

第
１
２
６
回
拡
大
地
方
委
員
会

実
効
性
の
あ
る
交
通
政
策
を
求
め
て
い
く

第
25
回
岩
手
県
交
運
労
協
定
期
総
会

＝＝２月14日＝＝

　

互
助
会
の
「
期
末
手
当
付
加

給
付
制
度
」
は
、
病
気
等
の
欠

勤
で
期
末
手
当
に
期
間
率
が
適

用
と
な
っ
て
減
額
さ
れ
た
組
合

員
の
生
活
保
障
を
す
る
た
め
の

制
度
で
す
。

　

制
度
発
足
以
来
14
年
を
経
過

し
今
日
ま
で
給
付
件
数
は
1
１

５
件
。
給
付
金
も
1
、
１
４
５

万
円
ほ
ど
支
払
い
を
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

　

給
付
を
受
け
ら
れ
た
組
合
員

か
ら
は
「
付
加
給
付
制
度
」
に

加
入
を
し
て
い
て
本
当
に
良
か

っ
た
と
声
を
大
に
し
て
喜
ば
れ
、

互
助
会
と
し
て
生
活
保
障
の
一

躍
を
担
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

是
非
、
こ
の
機
会
に
、
も
う

一
度
身
の
回
り
を
考
え
、
今
制

度
に
加
入
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
案

内
致
し
ま
す
。

　

今
回
の
募
集
は
、
2
0
1
６

年
４
月
期
加
入
と
な
り
ま
す
。

掛
金
は
、
2
0
1
６
年
4
月
か

ら
徴
収
し
、
給
付
発
生
は
、
今

年
の
年
末
手
当
減
額
分
か
ら
と

な
り
ま
す
。

　

そ
れ
以
降
の
加
入
時
期
は
、

毎
年
四
月
と
10
月
を
加
入
・
増

口
月
間
と
し
ま
す
。

『
掛
金
』

月
額
一
口　

2
0
0
円

互
助
会
加
入
口
数
を
限
度
と
す

る
。

『
給
付
金
』

期
間
率
1
日
に
つ
き
、
1
0
0
0

円
給
付
。

《
互
助
会
加
入
が
条
件
》

  

＝
3
月
15
日
迄
に
手
続
き
を
＝

◎
「
期
末
手
当
付
加
給
付
」
の

加
入
資
格
は
、
現
行
互
助
会
に

加
入
さ
れ
て
い
る
組
合
員
と
な

り
ま
す
の
で
、
互
助
会
未
加
入

者
で
「
期
末
手
当
付
加
給
付
制

度
」
の
加
入
を
希
望
の
方
は
互

助
会
加
入
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。

　

「
互
助
会
」
及
び
「
末
期
手

当
付
加
給
付
制
度
」
の
加
入
手

続
き
は
、
３
月
15
日
ま
で
分
会

担
当
者
ま
た
は
、
互
助
会
事
務

局
へ
直
接
電
話
で
加
入
の
申
込

み
を
し
て
下
さ
い
。

〈掛金徴収〉
　・2016年４月から
〈給付発生〉
　・2016年年末手当減額分から
〈期間率調査期間〉
　・2016年４月１日～
　　　　　　2016年９月30日
〈問い合わせ先〉担当・村上真一まで
　　　　　　　（毎週・木曜日勤務）
　TEL（ＪＲ）０３３－２２７６
　TEL（ＮＴＴ）０１９－６５２－４８４１

4月期加入・増口案内
期末手当付加給付制度

地本互助会だより

＝＝
期
末
手
当
付
加
給
付
制
度
＝＝

万
が
一
に
そ
な
え
よ
う

   

自
分
と
家
族
の
た
め
に

＝＝
期
末
手
当
付
加
給
付
制
度
＝＝

万
が
一
に
そ
な
え
よ
う

   

自
分
と
家
族
の
た
め
に

　

１
月
30
日
、
第
１
８
６
回
拡
大

中
央
委
員
会
が
東
京
新
橋
の
交
通

ビ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　

委
員
会
は
、
佐
々
木
副
委
員
長

の
開
会
挨
拶
後
、
昨
年
11
月
24
日

東
北
本
線
白
河
駅
構
内
保
守
基
地

線
で
、
バ
ラ
ス
ト
・
レ
ギ
ュ
レ
ー

タ
ー
点
検
中
に
本
体
と
の
間
に
頭

部
と
胸
を
は
さ
ま
れ
受
傷
死
亡
し

た
、
パ
ー
ト
ナ
ー
会
社
に
出
向
中

の
組
合
員
に
対
し
哀
悼
の
意
を
込

め
全
員
で
黙
祷
し
、
議
長
に
東
京

地
本
服
部
委

員
、
副
議
長

に
近
畿
地
本

平
野
委
員
を

選
出
し
進
め

ら
れ
た
。

　

坂
口
委
員

長
は
、
「
安

倍
自
公
政
権

は
『
特
定
機

密
保
護
法
』

『
安
全
保
障

関
連
法
』
な

ど
を
数
の
力

で
強
行
採
決
し
、
民
意
を
無
視
し

た
独
裁
的
政
権
運
営
を
行
っ
て
い

る
。
戦
争
法
と
原
発
再
稼
働
・
原

発
の
海
外
輸
出
と
労
働
法
制
改
悪
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
な
ど
『
悪
政
』
を
断

ち
切
る
た
め
に
組
織
さ
れ
た
労
働

者
が
先
頭
に
立
ち
、
反
自
民
の
国

民
的
運
動
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
春
闘
で
は
賃
金
の
大
幅
引
き

上
げ
を
勝
ち
取
り
、
雇
用
の
確
保

と
労
働
条
件
の
向
上
、
平
和
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
や

生
活
向
上
に
向
け
働
く
者
が
総
決

起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述

べ
る
と
共
に
、
「
ツ
ア
ー
バ
ス
事

故
な
ど
、
連
鎖
す
る
事
故
で
運
送

業
界
全
体
に
広
が
る
『
安
心
・
安

全
』
が
揺
ら
ぐ
原
因
・
背
景
を
分

析
し
て
規
制
緩
和
問
題
、
労
働
法

制
改
悪
が
正
し
い
の
か
検
証
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
経
営
側
に
対

し
て
安
全
が
最
優
先
で
あ
る
こ
と

を
訴
え
、
職
場
に
於
い
て
安
全
に

対
す
る
問
題
意
識
を
持
っ
て
安
全

総
点
検
運
動
を
展
開
、
働
き
方
や

労
働
環
境
の
改
善
を
図
り
な
が
ら
、

組
織
強
化
・
拡
大
に
全
組
合
員
が

総
力
を
あ
げ
行
動
す
る
よ
う
要
請

す
る
」
と
挨
拶
。

　

そ
の
後
、
星
野
執
行
委
員
か
ら

「
Ｊ
Ｒ
貨
物
会
社
」
「
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
テ
レ
コ
ム
」
と
の
労
働
協
約

締
結
な
ど
協
約
・
協
定
の
報
告
と

承
認
、
唐
澤
書
記
長
か
ら
「
当
面

す
る
闘
争
方
針
案
」
が
提
案
さ
れ

午
前
の
部
は
終
了
し
た
。

　

昼
食
を
挟
み
再
開
し
各
委
員
か

ら
は
、
安
全
・
安
定
輸
送
確
立
、

組
織
拡
大
の
報
告
、
パ
ー
ト
ナ
ー

会
社
の
組
織
化
と
交
流
の
取
り
組

み
や
春
闘
統
一
要
求
づ
く
り
、
ス

ト
ラ
イ
キ
戦
術
の
あ
り
方
な
ど
に

関
す
る
発
言
が
だ
さ
れ
た
。

　

唐
澤
書
記
長
は
、
「
Ｊ
Ｒ
各
社

間
の
格
差
が
あ
る
こ
と
は
事
実
。

底
上
げ
を
図
る
た
め
に
も
２
０
１

６
春
闘
は
統
一
要
求
を
掲
げ
、

職
場
・
地
域
の
連
帯
で
闘
う
。
ス

ト
戦
術
に
関
し
て
は
中
央
戦
術
委

員
会
で
協
議
し
決
定
。
組
織
強

化
・
拡
大
、
関
連
会
社
プ
ロ
パ
ー

社
員
の
組
織
化
に
向
け
て
は
、
各

エ
リ
ア
・
地
方
本
部
と
連
携
し
運

動
の
展
開
を
図
る
こ
と
と
し
、
全

国
統
一
行
動
に
全
力
を
あ
げ
る
。

地
方
交
通
線
の
維
持
・
存
続
と

『
安
全
・
安
定
輸
送
の
確
立
』

『
平
和
と
民
主
主
義
を
守
る
闘

い
』
な
ど
諸
課
題
解
決
・
諸
要
求

獲
得
の
闘
い
に
全
組
織
が
結
集
し

全
力
を
あ
げ
る
」
と
集
約
、
最
後

に
坂
口
委
員
長
の
音
頭
で
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
を
三
唱
し
終
了
し
た
。

　
　
　
　
　

◇

 2016春闘勝利

日　時　２０１6年３月４日（金）　
　　　　１２時００分～１５時30分

場　所　ホテル法華クラブ仙台

内　容　

＝＝組合員多数の参加を＝＝

第１部　東北労働講座　12：00～
　　　　テーマ　政治情勢と労働組合の課題
　　　　講　師　海渡　雄一弁護士
　　　　　　　　　（東京法律事務所）
第２部　春闘勝利総決起集会　13：30～
　　　　※集会終了後デモ行進、
　　　　　同会場から仙台駅付近迄　

主催者・来賓の方からの
挨拶を終わり乾杯で祝宴へ・
写真上／
最後は恒例の全員での国鉄
労働組合歌・写真右

〈80人参加〉

〈70人参加〉

佐々木委員長の挨拶から
始まり祝宴へ・写真上／
時間が経つにつれて
アルコールが進んでいく
組合員・写真右

両
支
部
で
　
団
結
・
躍
進
旗
開
き

2016

1月10日青森支部
＝＝青森労働福祉会館＝＝

1月11日盛岡支部
＝＝リリオ・盛岡市＝＝

春
闘
・
組
織
拡
大
・
平
和
の
闘
い
に

　
組
織
が
結
集
し
全
力
を
あ
げ
よ
う

第1 8 6回拡大
中 央 委 員 会


